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地域の子どもたちの健やかな成長を願って 

けけんんももりり 

特特別別支支援援教教育育だより 

平成19年度に特別支援教育が始まって、特別支援教育の理解は確実に進んできていま

す。また、障害者の権利に関する条約に基づき、これからの特別支援教育においては、

共生社会の形成に向けてインクルーシブ教育システムを進める必要があります。

インクルーシブ教育システムを進めるためには、同じ場で共に学ぶことを追求すると

ともに、個別の教育的ニーズのある幼児児童生徒に対し、自立と社会参加を見据えて、

教育的ニーズに的確に応える指導を提供できる、多様で柔軟な仕組みを整備することが

必要です。小中学校における通常の学級、通級指導教室、特別支援学級、特別支援学校

といった、連続性のある「多様な学び場」を用意しておくことや学校間の連携が必要で

す。

基本的な方向としては、障害のある子どもと障害のない子どもが、できるだけ同じ場

で共に学ぶことを目指すことが必要です。その場合には、それぞれの子どもが、授業の

内容が分かり学習活動に参加している実感・達成感を持ちながら、充実した時間を過ご

しつつ、生きる力を身に付けていけるかどうかが大切であり、そのための環境整備も必

要になってきます。

毎日の子どもたちの活動の中で、「できた・たのしい」という成功体験の連続が「意欲」

「主体性」「生きる力」を育てることになります。また、その活動の支援の連携が、将来

のよりよい社会参加につながるため、その支援を共有する必要があることから、教職員

の専門性を向上させる必要があります。

特別支援学校のセンター的機能の活用については、本校でもさらなる取組が必要であ

り、地域のニーズに応じた取組の一層の推進を図ることにしています。本校の今年度の

重点の一つに位置付け、「専門指導員派遣事業」による教員派遣や公開講座の実施、交流

学習及び共同学習の推進や各種情報提供等に加え、本校の取組についての情報発信や本

校に対する各学校・園のニーズの把握、相談支援体制の整備など新たな取組も行い、地

域の特別支援教育の充実や障害のある子どもたちのよりよい自立と社会参加に向けて、

備北地域の特別支援教育のセンターとしての役割を果たして

いきたいと考えています。

＊インクルーシブ教育システムとは、人間の多様性の

尊重等の強化、障害者が精神的及び身体的な能力等を可

能な最大限度まで発達させ、自由な社会に効果的に参加す

ることを可能とする目的の下、障害のある者と障害のない

者が共に学ぶ仕組みです。
校 長 福 岡 孝 美



通常学級における特別支援教育の観点を取り入れた授業づくり

授業のユニバーサルデザイン化
ユニバーサルデザインとは、配慮を要する子どもには「ないと困る支

援」であり、どの子どもにも「あると便利で・役に立つ支援」を増やす

と、その結果として、全ての子ども達の過ごしやすさと学びやすさが向

上するといわれています。

平成２７年３月に、岡山県教育庁特別支援教育課から、次のようなパ

ンフレットが出されました。ここで考えられている「特別支援教育の観

点を取り入れた通常学級の授業づくり、とは、特別支援教育と通常学級

の教科教育のアプローチを融合し①授業のユニバーサルデザイ

ンの考え方を元に、すべての子どもがわかる・できる喜びを実

感できることを目指した教科の指導の工夫と、②実態把握に基

づいた個別の配慮のダブルスタンダード」と考えられているそ

うです。

具体的には、実態把握→学級環境の整備→指導方法の工夫と

展開していくようになります。

学級環境の整備や指導方法の工夫なども紹介されています。

学校環境や学級環境のチェックリストもありますので、活用していただくことが、困り感を持っ

ている子ども達が少しでも楽しい学校生活を送ることができる事につながっていくと思います。

「称賛（ほめる）」（ユニバーサルデザイン化）

特別な配慮を要する子ども達は叱られやすいため、適時適切な称賛は「ないと困る」支援の一つだと考えま

す。適時適切な称賛は、対象となる子どもだけではなくまわりの子どもの意欲を高めることにつながる「あると

便利で・役に立つ支援」になります。

称賛は学習への意欲を高めると考えられています。しかし、称賛のしかたが次のような場合には、学級全体の

意欲向上に結びつかないそうです。

●意欲向上に結びつかない称賛

子どもが何をほめられたのか理解できていない。

特定の子どもへの称賛が多い。

称賛の内容がほぼ同じ。

学習態度への称賛に偏っている。

心がこもっていないようなうわべだけの称賛・・・・・等

○意欲向上に結びついた称賛

授業内容に即している称賛である。

子どもができるようになった事実に対応している称賛である。

その子どもがほめて欲しいと思っていた内容に対応した称賛である・・・・・等

称賛の魔法

○できてあたりまえの行動やいいところを、「すぐに」「まめに」「さりげなく」ほめる。

○称賛的なほめ方と情報的なほめ方を使い分ける。

○ほめ言葉”５Ｓ”「すごいね」「すてきだね」「さすが」「すばらしい」「それでいい」

○チームでほめる。（第三者にほめてもらう。）

○子どもの行動をそのまま言葉にする。

○目標に即してほめる。
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